
❶ 地域医療の充実
市立病院を中心として市民の命を守るための施策を推進し、医療人材の確保や福祉・
介護環境の充実、医療連携を進めます。

❷ 子供や高齢者を守る
子育て支援を推進し、高齢者や生活弱者が安心して暮らせる環境の充実に努めます。

❸ 市民生活の安心安全
脱コロナ対策、防災・減災対策を推進し、除雪体制の強化やごみ分別の簡素化対策
など市民生活の安心安全を確保します。
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ふるさと留萌に活力を！ 私には創りたい留萌
育てたい留萌があります

好きな言葉………継続は力なり
趣味………………読書、囲碁、ゴルフ、映画鑑賞
好きな食べ物……そば、ラーメン
好きな作家………山本一力　司馬遼太郎

昭和28年 6 月28日　留萌市生まれ
　　　東光小学校、留萌中学校、留萌高校卒業
昭和51年　法政大学 卒業
昭和55年　法政大学大学院 修了
昭和58年　小野部品商会入社
昭和58年　留萌青年会議所入会
平成 4年　同　理事長就任
平成19年　市議会議員 初当選
平成23年　市議会議員 2期目当選
　　　　　市議会議長 就任
平成27年　市議会議員 3期目当選
平成31年　市議会議員 4期目当選
　　　　　市議会議長 2期目 就任

現在／留萌バスケットボール協会会長

【おのとしお Profi le】

❶ 健全な財政運営の推進と検証
市民目線でチェック機能を強化して効率的な行財政運営と「見える化」を推進します。

❷ 情報公開と市民参加
市民と情報をより多く共有するための情報公開・発信を推進し、市民が議会や行政
に参加できる環境づくりを推進します。

❸ 議会の活性化と政策提言
市民の多様な意見を把握し必要な施策を行政に反映させる議会活動を推進します。

❶ 地域産業の振興
農林水産業や水産加工・商工業などの活性化施策を推進します。

❷ 商店街の活性化
道の駅やふるさと納税と連携した関係人口の増加を推進し、地域の賑わいを活用し
た商店街振興に取り組みます。

❸ 教育・文化活動の振興
子供たちが郷土愛を育み、市民が誇りを持てる教育・文化活動を推進します。

❹持続可能な街づくり
加速する人口減少や超少子高齢化に対応するコンパクトな街づくりや公共交通体系
の確保、公共施設の建て替え等、持続可能な街づくりを推進します。
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37歳

留萌の医療をカエル！！ つの決意33
留
萌
の
医
療
を
よ
り
豊
か
に
。

水
や
電
気
と
同
様
に
、医
療
は
生
き
て
い
く
上
で
非
常
に

大
切
な
も
の
で
す
。現
在
の
日
本
に
お
い
て
、医
療
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、医
療
提
供
体

制
を
維
持
し
て
い
か
な
く
て
は
当
た
り
前
で
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。留
萌
市
に
お
い
て
も
、今
あ
る
資
源
を
維

持
し
な
が
ら
在
宅
医
療
の
よ
う
な
、多
様
性
に
富
ん
だ
医

療
提
供
体
制
の
確
立
、コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
た
医
療
者
の

ケ
ア
も
急
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。医
療
者
と
し
て
の
観

点
か
ら
医
療
資
源
を
確
保
し
、市
民
が
安
心
で
き
る
医
療

を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
、医
療
者
が
安
心
し
て
働
け

る
環
境
づ
く
り
に
尽
力
し
ま
す
。

22
留
萌
の
子
供
の
未
来
を
守
る
。

子
ど
も
だ
け
で
な
く
親
も
笑
顔
で
過
ご
せ
る
街
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。子
育
て
支
援
策
は
地
域
差
が
あ
る
た
め
、留

萌
市
で
も
子
ど
も
が
社
会
に
出
る
ま
で
持
続
可
能
な
形

で
、不
平
等
が
な
い
様
に
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

提
案
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
為
に
も
、子
ど
も
や
子
育
て
当

事
者
か
ら
の
意
見
聴
取
し
市
政
に
反
映
し
ま
す
。ま
た
、食

の
欧
米
化
が
進
み
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
時
間
の
増
加
に
よ

る
間
食
や
運
動
不
足
の
解
消
に
焦
点
を
あ
て
、子
ど
も
の

健
康
増
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

33
留
萌
の
将
来
を
考
え
る
。

留
萌
市
は
現
在
、変
革
期
を
迎
え
て
お
り
、今
後
の
舵
取
り

が
非
常
に
重
要
な
時
期
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。留
萌
出
身

で
は
な
い
か
ら
こ
そ
見
え
る
留
萌
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

課
題
に
対
し
て
ハ
ッ
キ
リ
し
た
意
見
を
言
え
る
議
員
に
な

り
ま
す
。市
民
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン（
代
弁
者
）と
し
て
、市

政
に
若
い
意
見
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

37
歳

　留
萌
の
将
来
に
対
し
て
責
任
を
持
ち
ま
す
。

薬
剤
師
だ
か
ら
見
え
る
、留
萌
が
あ
る
。

薬
剤
師
だ
か
ら
変
え
る
、留
萌
が
あ
る
。

■1986年（昭和61年）4月8日生まれ
■北海道芦別高等学校
■北海道薬科大学薬学部（現北海道科学大学）卒業

■2010年　札幌市にて薬剤師として研鑽を積む
■2014年　株式会社ハートファーマシー あかね薬局 入社
■2022年　株式会社ハートファーマシー 代表取締役就任うかわ達朗 プロフィール
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